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紫陽花が彩とりどりに咲き誇り、雨に美しく映える

季節となりました。

この度、6 月７日の通常総会におきましてご承認をい

ただき、会長に就任いたしました。

谷眞子前会長におかれましては、7 年間の長きに亘り、

その卓越した見識と行動力をもって陣頭指揮に当たら

れ、協会事業発展のためにご尽力下さいましたこと改

めまして心からお礼を申し上げます。

超高齢化社会の中で、保健医療福祉を取り巻く環境

は厳しく、看護職への役割・期待は拡大の一途を辿っ

ています。今、県民から私達看護職に求められている

ことは、安全・安心で納得のいく医療・看護の提供、

生活習慣病や介護等における予防活動、在宅医療・訪

問看護の推進等、保健医療福祉サービスの充実を図る

ことです。

また、新卒看護師の離職防止に向けての看護基礎教

育改革・卒後臨床研修の制度化やワーク・ライフ・バ

ランス実現等による看護職員確保定着の推進、新公益

法人への移行準備、看護研修センター建設推進への取

組みと、内外から協会に寄せられる期待と課題は山積

しております。このような重要な時期に大役を仰せつ

かり、その責任の重大さに身の引き締まる思いがして

おります。

まことに微力ではございますが、松本壽子・上田久

子両元会長、谷前会長はじめ、役員・先輩会員の皆様

が築いてきてくださった多くの業績を継承しながら、

理事会はじめ各委員会や会員の皆様方のご協力をいた

だきながら、協会事業の更なる発展に寄与したいと決

意致しております。

さて、今年度の通常総会は 6 月 7 日（土）多くの会

員の皆様のご参加とご協力を得て無事終了致しました。

今年度も日本看護協会の方針 ･ 政策に呼応し、スロー

ガンは「激動の時、看護の力を強化 ･ 結集して県民の

期待に応えよう」とし、

① 看護職の確保と職場定着の促進（看護職の離職防

止・再就業促進・働き続けられる職場環境整備）

② 看護三職能の専門性の強化（生活習慣病・介護予

防における看護職の役割機能の強化・助産師が自

立して助産ケアを行う体制整備の推進・医療の場

の変化に対応した質の高い看護の提供）

③ 在宅医療・看護の推進（医療機関・地域・福祉施

設の連携強化・施設内看護と在宅看護の連携強化）

④ 看護職のキャリア形成に必要な教育体制の構築と

継続教育の実施

⑤ 災害時の看護支援体制強化

⑥ 会員の組織強化

の 6 項目の重点項目を設け、新たに ｢ 災害看護対策 ｣、

｢ 医療安全対策 ｣、｢ 認定看護管理者教育セカンドレベ

ル運営 ｣ の委員会を立ち上げました。役員一同、皆様

のご協力を得ながら各事業を展開してまいります。

また、第 7 号議案・「看護研修センター土地取得と建

設」につきましても、賛成 ･ 反対の活発な議論がなされ、

結果、承認されました。会員の皆様には、多大なご負

担をおかけすることになりますが、今後ますます看護

協会が果たす役割が大きくなる中で、県民の皆様の期

待に応えるためにも、次世代を担う看護職のためにも、

心をひとつにして取り組まなければならないと考えて

おります。

何卒、会員の皆様方のご理解・ご支援・ご協力を

衷心よりお願い申し上げます。

平成 20 年６月 23 日　　

社団法人和歌山県看護協会

会　長　　木 村　佐多子

看 護 協 会 長 に 就 任 し て
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平成 20 年度　　　理　事　あ　い　さ　つ

第一副会長　柏　木　真弓美

「社会に示そう看護の力
いつでも、どこでも、だれにでも」

和歌山地区理事　芝　田　里　花

地区支部活動の充実を目指し、
頑張ります。

第二副会長　高　岸　壽　美

「共に考え共に学ぶ」
環境作りをめざします。

海南・海草地区理事　小　出　栄　子

地区支部において協会活動の浸透
と連携強化

常任理事　葛　葉　まさゑ

会員の皆様方と共に和歌山県看護
協会の発展をめざします。

有田地区理事　中　島　和　美

頑張りますので、皆様のご協力
お願い致します。

書 記 長　小田垣　弥智世

すべては会員の皆さまのために、
と決意しています。

日高地区理事　田　中　澄　代

県看護協会の発展と充実のために
努めます。

保健師職能理事　西　岡　倫　代

「みて・きいて　つないで・うごかし
つくって・みせる」

田辺地区理事　澤　越　純　子

田辺地区支部理事として
役割遂行に励みます。

助産師職能理事　芝　　　佳　子

協会員の皆様と共に、連携して、躍動
の年、和歌山県看護協会を支援したい。

新宮・串本地区理事　塩　見　和　美

皆様のご協力を頂き、がんばりた
いと思います。

看護師職能理事　峰　平　一二美

看護職の質向上と職場満足を目指
します。

全区理事　宮　井　千佳代

微力ながら、がんばりますので
よろしくお願いします。

伊都地区理事　岩　㟢　留　美

連携と創造で活気ある支部を目指
します。

監　　事　林　　　敬　子

協会員ひとりひとりに大きなゆめと希望が
与えられ、支えることのできる組織に。

那賀地区理事　丸　山　昌　子

微力ではありますが、一生懸命頑
張ります。

監　　事　井　藤　浜　代

39 年のキャリアを役員活動に
生かします。
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平成 20 年度　和歌山県看護協会長表彰受賞者

この度、平成 20 年春の叙勲にあたり、図らずも瑞宝
単光章の栄に浴し身に余る光栄に感激いたしておりま
す。之もひとえに皆様の温かい御指導、御支援の賜も
のと誠に有難く心より深く感謝申し上げます。

お産に関わる中、行政や社会の健康づくり、各種事業
への協力など微力ながら頑張らせて頂きましたが、全

て私自身の勉強であり糧となったように思います。お
支え頂いた皆様方へ、例え万分の一でもお返しが出来
るよう精進努力いたす所存でございます。社会が整備
され昔のように、巷に子供の声が賑やかに飛び交う時
代が戻らないだろうか、私の唯一の望みでございます。
今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。

植芝助産所　 植 芝　智代子

「 瑞 宝 単 光 章 を 受 章 し て 」

日本赤十字社和歌山医療センター

梅　本　貞　代

1 失敗しない。後悔しない。
2 常に納得のいく責任ある看護を。

和歌山労災病院

川　上　はるき

1 患者様をもてなす心を持ち続けたいと思います。
2 感謝の気持ちが、自分を安定させ、エネルギーとなります。

和歌山県立医科大学附属病院

小　谷　典　子

1 人の心によりそえるように
2 人の話に耳を傾けると知識や知恵の源泉

那智勝浦町役場

城　本　依　穂

1 「いい保健師だったよね」と言われるように
2 あなたの笑顔で救われる人はたくさんいます。

西牟婁振興局　健康福祉部

玉　置　澄　子

1 継続は力なり。
2 自分の世界・趣味を持ち、明るく前向きに

国保日高総合病院

岫　下　則　子

1 誠心誠意
2 心身共に健康で、笑顔で看護を提供できるように ! !

社会保険　紀南病院

中　村　優　子

1 自己変革。自分が変われば、相手も変わる。
2 いつも周りに、気配り、目配り、心配り。

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院

藤　畠　眞理子

1 いつでも笑顔でいること
2 看護を通しての、たくさんの出会いを大切に

公立大学法人　和歌山県立医科大学保健看護学部

水　田　真由美

1 知識、忍耐力、謙虚さ、勇気を持つこと。
2 苦労は後の楽のため。苦もまた自分のため。

海南市民病院 　山　本　泰　子

1 患者さんから「学び・感じたこと」を日々積み重ねて
いくなかで寄り添う自身でありたい。

2 患者さんが訴える「言葉」の奥にある気持ちを考える看護師に。

1 抱負・モットー
2 後輩に伝えたい一言

表彰された皆様の声を
聞いてみました。



5

今年度から保健師職能委員長をさ
せて頂きます。会員の皆さまととも
に力を合わせて進めていきたいと思
いますので、ご協力よろしくお願い
申し上げます。

市町村合併、医療・福祉等の法整
備に伴う分散配置、保健師の専門性

を獲得し難い現場の状況と保健師を取り巻く環境が大き
く変わってきています。激動の時代ですが、保健師職能
として「今、保健師が専門性を発揮していきいきと活動
するためには何をしていかなければならないか」という
ことをテーマに活動していきたいと考えています。

平成 20 年４月に医療制度改革の大きな柱である特定
健診・特定保健指導がスタートしました。生活習慣病有

病者・予備群の減少に向けて保健指導に対する期待も大
きくなっています。今年度、９月６日（土）の保健師職
能集会では日本看護協会常任理事 井伊久美子先生をお
迎えして「行動変容につながる保健指導」と題してご講
演を頂くことになっています。また、多くの方にご協力・
ご指導頂いた「災害時保健活動マニュアル（ダイジェス
ト版）」（平成 20 年３月）が、皆さまのお手元にも届い
ていることと思いますが、今年度、保健師職能としても
このマニュアルが皆さまに有効にご活用頂けるように取
り組んでいかなければと考えています。９月６日の午後
からの三職能合同研修会では「災害時における看護活動」
と題して講演とシンポジウムを開催します。魅力ある活
動を皆さまにもご意見を頂きながら考えていきたいと思
います。

保 健 師 の コ ー ナ ー 保健師職能委員長　　西　岡　倫　代

平成 19 年度より助産師職能委員
会活動をさせて頂き、協会員の皆様
のご協力に感謝申し上げます。

さて、助産師の離職の要因に混合
病棟があげられます。新生児を入院
患者数にカウントする（医事法に記
載あり）ことが産科単独病棟への一

歩と考えます。助産師の力を発揮するためにも、各施設
の皆様のご配慮をお願い申し上げます。

今年度の活動目標を
① 助産師の質向上を図り、自立した働き方のための

体制つくりの指標作成し支援を行う。

② 妊産褥婦や新生児への安全と支援を行えるように
する。

③ 県看護協会・三職能・助産師会・各委員会との連
携を図る

とし、「災害看護」「思春期性教育」「まちの保健室」「助
産師外来」と活動いたします。特に、妊産褥婦、あかち
ゃんや家族が助産師のケアを受けることができるように
熱い情熱を胸に支援したい。

９月６日（土）三職能合同集会の午前の部「助産師外
来の実際〜明日からできる助産師外来」の講演を予定し
ております。県内での助産師外来普及促進のためにも
多数のご参加をお願い致します。

助 産 師 の コ ー ナ ー 助産師職能委員長　　芝　　　佳　子

皆様お元気でいらっしゃいます
か。看護師職能委員会のメンバーが
新しくなりました。今年も全員一致
協力して活動をしたいと思っており
ますのでどうぞよろしくお願い致し
ます。

医療に対する国民のニーズは拡大
多様化し、質の高い効率の良い医療の提供が求められて
います。看護職においてもその専門性が評価されていま
すが、同時に専門職としての責任も伴ってきます。安全
で安心な看護を提供するためにも、専門職としての能力
開発を促進しなければなりません。

今年度は、看護師職能委員会の活動方針を『県民の期

待にこたえるべき看護の質向上と専門職にふさわしい看
護師を目指す』『県看護協会・地区支部・三職能と有効
な連携を図る』『会員数を増やす』『看護師確保定着に向
けた活動をする』としています。昨年から発行していま
す「やさしい倫理だより」も継続しますので、ぜひ現場
で活用して下さい。

９月の三職能集会では、「災害時における看護職の役
割と連携」をテーマに、日本看護協会・行政・臨床現場
のそれぞれの立場から示唆をいただきます。また、看護
師職能集会では「いきいきと働きつづけられる職場づく
り」をテーマに、皆様が『元気が出る講演会』を企画し
ますので、ぜひご参加ください。

看 護 師 の コ ー ナ ー 看護師職能委員長　　峰　平　一二美
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１ 日 ま ち の 保 健 室

田辺地区支部では、平成 20 年５月 17 日（土）に田辺市オークワ O
オー

シティーにおいて、

９時から 12 時までの間「１日まちの保健室」を開催させていただきました。血圧測定・

体脂肪測定・体重測定又看護師による健康相談等を行い、生活面・食事面等個々にあっ

たアドバイスをさせていただきました。毎年この時期に開催しているため、ある一人の

方から「また血圧測りにきたでぇ」また「あれから１年経つんかぁ」と恒例にしている

この催しを楽しみにしている人たちや買い物に来られたついでに立ち寄ってくれた人た

ち総勢 180 名の方々に大変喜んでいただきとても好評でした。この行事にご協力頂き

ました O
オー

シティーの方々はじめ関係者の皆様方に書面をお借りして、感謝とお礼を申

し上げます。

「１日まちの保健室」
田辺地区支部　支部長　　

河　野　佐和子
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１ 日 ま ち の 保 健 室

朝早くから来店されたお客さん達が、測定を希望され、準備しながら開始しました。

「薬飲んできたけど、ちょうどいいですか」「歩いてきたので上がってないですか」と常

に自分の血圧を自己管理しているように思いました。体脂肪測定では若い人達も体型を気

にされていました。また、食事について真剣に相談されていました。ニコチン検査を男性

達に勧めましたが、「吸っていたがやめた」「医者に止められている」との返事でした。吸

わない人が増えてきていると思われます。

300 人近く測定させていただきました。毎年看護の日に、各地でこのようなイベント

を行っていることを話しながら実施しました。看護職の役割の一端を知っていただき、食

生活や健康について考える機会になったのではと思います。

「１日まちの保健室」
新宮・串本地区支部　　

塩　見　和　美
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国保野上厚生総合病院
岡　　　直　也

今年国家試験に合格しました。以前は准看護師
の免許で働いていましたが、この４月から看護師
として働き始めました。４月から現場に出て働く

なかで自分が理想とする看護師像があります。それは、信頼される看
護師です。では、信頼される看護師になるにはどうしたらいいか、そ
れは患者さんの訴えや話をよく聞くこと。また、患者さんとの約束は
守り、後回しにしないですぐに対応すること。それが患者さんとの信
頼関係を築くひとつの方法であると考えています。このことを踏まえ
て、これからの臨床でがんばっていきたいと思います。

新宮市立医療センター
前　田　貴　恵

「看護師になって」
学生時代は１対１で患者様と関わり、援助を

行ってきました。ですが、看護師として働きだ
し、一人で複数の患者様のケアや日常生活の援助をさせていただき、
まだなれない環境や未熟な技術、その人それぞれにあった対応など、
悩むことがたくさんあります。日々変化していく患者様の状態に合
わせ、自分に何ができるのか、この人にあった援助は何かなど、患
者様とともに考え、喜びも分かち合えるよう、今、精一杯、患者様
と関わりたいと思っています。自分の未熟さに悩むこともあります
が、先輩方にご指導していただき、少しずつかもしれませんが、様々
なことを吸収できるよう、また自分自身が社会人としての責任がもて
るよう様々な面で成長していけるよう頑張っていきたいと思います。

白浜はまゆう病院
武　田　麻奈美

看護師になって２ヶ月が経ちました。毎日
の業務や入院・退院、検査、手術の多さにも
やっと慣れてきました。最初のうちは忙しさ、

覚えることの多さに不安でいっぱいでした。師長や先輩方の助言を
受け、また逆に患者様からも温かい励ましを受けることもありま
す。今では、自分なりのペースで頑張っていこうと決意することが
できました。私は将来、訪問看護師になりたいと思っています。そ
のために今の職場で十分な知識と技術を身につけ努力していきたい
と思っています。この先も悩むことや、不安になることは絶対にあ
ると思いますが今の気持ちを忘れることなく将来の目標に向かって
一歩ずつ頑張っていきたいと思います。

和歌山労災病院
芋　生　　　愛

就職して２か月が経ち、病棟の雰囲気に慣れ
てきました。私は、助産師として勤務させて頂
いています。分からないことは先輩ナースに指

導を頂きながら、毎日精一杯頑張っています。まだまだ覚えること
がたくさんありますが、まず患者様が何を必要としているか考え看
護を実践していきたいと考えています。患者や妊産褥婦が安心して
入院生活を送れるように、病態生理を理解し根拠を持って看護して
いけるように力をつけていきたいと思います。まだまだ覚えること
がたくさんありますが、疲れないように心身のリフレッシュもはか
りつつ１日も早く一人前になれるように今後も頑張っていきたいと
思います。

北出病院
亀　園　志穂美

「２年目看護師として」
現在私は黎明会北出病院の急性期病棟に勤務

しています。九州から和歌山に出てきて働き
始め１年が過ぎ、こちらの生活環境や病棟の業務にも徐々に慣れて
きたところです。和歌山には来たこともなかったので始めは右も左
も分からない状態でしたが、先輩や友達に教えてもらいながら色ん
な場所に行ったり、買い物に出かけたりと息抜きしています。病棟
では、患者様との関わりの中で普段あまり発語のない患者様が自分
の声かけに返答してくださった時、あるいは思いをなかなか表出さ
れない患者様が気持ちを打ち明けてくださった時喜びを感じ、患者
様の笑顔に癒されています。また仕事で分からない事があった時や
迷った時、相談できる先輩がいることや悩んだり落ち込んだ時相談
できる友達がいてくれる事で毎日頑張れています。

フレッシュナース
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看護師免許を取得し実感したことは、責任の重さです。

自己判断を行いケアや指導を行う。また後輩指導やリー

ダー等、様々な役割があります。今の私は、准看護師と

しての 30 年間の経験を、どのように業務に生かして行

けばよいのか、自分のポジションはどこにあり、どう行

動すれば良いのか、日々模索しています。年齢的に看護

師として、業務をできるのは限られています。その限ら

れた時間を、私は悔いのないよう仕事に励みたい。

今春、看護師国家試験に合格し念願
の看護師になることが出来ました。仕
事と勉強の両立はかなりハードでした
が、新たな知識を得ていくことの楽し
さ、実習では指導者の看護師さんから、
看護職としての姿勢や考え方を学んだ

ことで、自分の看護観を振り返り考える機会となり、自分な
りに進化することが出来たと思っています。これからも患者
様から「あなたに会えてよかった」と言っていただけるよう、
努力を忘れず頑張っていきます。

現在、私は 59 歳、３年前通信制２年課程に入学、当時ガ
イダンスの説明を受けたときは定年までに卒業・国家試験取
得できるだろうかと不安でした。

放送大学、学校の勉強、慣れないレポート・事例の提出に
追われ、仕事と家事の両立で机に向かえば眠くなり勉強もせ
ず朝までぐっすりの毎日でした。この年でも“ なせばナー
ス ”で第 97 回国家試験に無事合格できました。これも一重
に学校の先生、職場の皆様のご指導ご協力、また共に学ぶ同
志に支えられたからと心より感謝しています。

定年まであと僅かですけれど、バリバリ看護師として精一
杯職務に努めます。

子供が小学生になり、子育ても一段
落した頃に、通信制の看護学校が開設
され、友達の勧めもあり入学すること
となりました。

学校では“ 何故この人にこの看護が
必要なのか ”という根拠についての考

え方を中心に学習しました。仕事と家事と学業の両立は大変
でしたが充実した２年間だったと思います。

協力して頂いた職場の上司・スタッフや家族に感謝し、こ
れからも学習する努力をして行きたいと考えます。

看護師通信制２年課程　国家試験合格者の声

和歌山県立医科大学附属病院
山　田　純　子

　　　　宇都宮病院
豊　田　義　徳

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院
山　下　道　子

日本赤十字社和歌山医療センター
久保田　都　子

小さい時「大きくなったら何になりたい？」
「将来の夢はなーに？」とお誕生会や事ある時に
聞かれたり、文字や絵に書きました。つい先日、「自
分の夢ややりたいことを書き、次に 30 年後の目
標・・・１年後、半年後、今月、今週、今日、今
の目標を順に書いてみよう」と大人相手になげか
けていた記事がありました。スムーズに書けない

自分であり、人生に対していかにいい加減なのか
と気付いた時でもありました。その後、夢をもち
具体的な目標をもっている人に出会いました。そ
の方はとっても輝いていました。「目標設定はやる
気を高めるためのもの」とも。夢は小さい時だけ
のものではなく、いつまでも夢を描き、目標を持
ち続けていこうと思いました。

公立大学法人　和歌山県立医科大学保健看護学部 　池　田　敬　子

私の夢？
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済生会和歌山病院は現在地に平成 15 年 10 月に移転しました。そして今年
は開院 60 周年の記念すべき年になります。病床数 200 床のうち 160 床は一般
病床、40 床は回復期リハビリテーション病棟で 14 の診療科を兼ね備えた病院
です。また、最新の医療機器も揃っています。特に高性能 64 列マルチスライ
ス CT も昨年から導入し、頭のてっぺんから足の先まで、短い時間で色々な疾
患の断層写真も撮影可能です。

2007 年 10 月から病院のモットーとして、「４つの A」に取り組んでいます。
1 明るい
2 挨拶がある
3 愛のある
4 アカウンタビリテイー（納得説明）

・・自分の家族を入院させたい病院、それは済生会和歌山病院だ・・といわれ
るようになりたい一心で、私達職員一同、患者さんに・その家族に・そして病
院を訪れてくださる全ての方々に「愛の心」をもって接することを心がけ、同
じ目標に向かって進んでいます。

看護に関しては、患者さんに選ばれることはもとより、「看護師さんに選ばれ
る病院」となるように、看護職員ひとり一人がいきいきと輝いて働けるような、
環境づくりと看護教育に力を注いでいます。

病院へのアクセスは、バスで JR 和歌山駅から 10 分、南海和歌山市駅から
５分のところで、和歌山市の中心街にあり、当院の７階からは和歌山城が一望
できます。

My Hospital

社会福祉法人 恩賜
財団　済生会和歌山病院

窓を開けると、木々が風に揺れ、太陽に照らさ
れた新緑の葉がきらきらと光っています。鳥のさ
えずりと遠くから子供たちが野球をしている声が
聞こえてきます。自分の部屋から見えるこの風景
が大好きです。何気ない日常のひとコマですが、

ほっとできる瞬間です。
忙しい毎日ですが、いつも少し心に余裕をもっ

ていたいなと思っています。

（次回は、社会保険紀南病院　宮田栄里子さんです）

「ほっと
ひといき」NO.25

独立行政法人国立病院機構　　　　　　　　　　　　
南和歌山医療センター　　樫　山　節　子
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平成 20 年度　役員・各委員及び地区支部長名簿
★印は委員長

役　　　職　　　名 氏　　　名 役　　　職　　　名 氏　　　名
役　　　　　員 広報委員 出　口　佐知子

会  長 木　村　佐多子 準備委員 ★ 岩　本　　　昇
第一副会長 柏　木　真弓美 　〃 岡　田　麻　美
第二副会長 高　岸　壽　美 　〃 松　井　亮　雄
常任理事 葛　葉　まさゑ 　〃 大　浦　泰　代
理  事 （書記長） 小田垣　弥智世 　〃 角　　　敬　子
　〃　（保健師職能委員長） 西　岡　倫　代 推薦委員 ★ 平　井　安　子
　〃　（助産師職能委員長） 芝　　　佳　子 　〃 谷　前　弘　代
　〃　（看護師職能委員長） 峰　平　一二美 　〃 向　　　理　恵
　〃　（伊都地区支部長） 岩　﨑　留　美 　〃 柏　木　美由紀
　〃　（那賀地区支部長） 丸　山　昌　子 　〃 塩　路　有　理
　〃　（和歌山地区支部長） 芝　田　里　花 　〃 座　間　晶　子
　〃　（海南・海草地区支部長） 小　出　栄　子 業務委員 ★ 津　山　美　香
　〃　（有田地区支部長） 中　島　和　美 　〃 東　　　るみ子
　〃　（日高地区支部長） 田　中　澄　代 　〃 中　谷　美　香
　〃　（田辺地区支部長） 澤　越　純　子 　〃 鬼　塚　幸　幼
　〃　（新宮・串本地区支部長） 塩　見　和　美 　〃 福　田　亜紀子
全区理事 宮　井　千佳代 看護研究学会委員 ★ 楠　岡　　　誠
監事 林　　　敬　子 　〃 若　林　冴　子
  〃 井　藤　浜　代 　〃 永　井　保都美
  〃 鈴　木　俊　男 　〃 西　　　圭　子

職　能　委　員 　〃 尾　崎　り　え
保健師職能委員 ★ 西　岡　倫　代 　〃 石　澤　美保子
　〃 土　橋　まどか 特　別　委　員
　〃 城　本　依　穂 認定看護管理者教育ファーストレベル ★ 上　田　稚代子
　〃 谷　山　美有紀 運営委員 寒　川　千津子
　〃 松　下　津也子 　〃 小　谷　典　子
　〃 山　縣　由　紀 　〃 山　口　佐和美
　〃 寺　本　敦　子 　〃 石　井　裕　子
　〃 弓　庭　喜美子 　〃 西　　　弘　夫
助産師職能委員 ★ 芝　　　佳　子 在宅看護推進委員 ★ 宮　川　啓　子
　〃 出　崎　陽　子 　〃 石　橋　隆　子
　〃 東　山　好　美 　〃 井　上　加　惠
　〃 宮　本　靖　代 　〃 森　本　美紀子
　〃 政ヶ谷　賀　子 　〃 藤　本　未　央
　〃 前　　　真　紀 准看護師委員 ★ 横　尾　くみ子
　〃 山　田　千　加 　〃 中　田　善　子
看護師職能委員 ★ 峰　平　一二美 　〃 岩　脇　幸　子
　〃 阪　部　千　加 　〃 秋　月　保　子
　〃 津　川　蔦　美 　〃 谷　村　桂　子
　〃 吉　田　つぐみ 看護研修センター建設推進委員 ★ 湯　上　ひとみ
　〃 廣　畑　美　峰 　〃 柏　木　真弓美
　〃 岡　　　かすみ 　〃 高　岸　壽　美
　〃 嶋　津　　　覚 　〃 林　　　敬　子
　〃 藤　本　美　幸 　〃 中　林　正　良
　〃 山　口　宣　子 　〃 杉　野　満里子

常　任　委　員 「まちの保健室」運営委員 ★ 北　本　智　恵
社会経済福祉委員 ★ 吉　村　いさ子 　〃 上　山　ち　づ
　〃 橋　本　千　佳 　〃 中　尾　多　紀
　〃 木　村　章　子 　〃 橋　本　美　幸
　〃 小　原　喜代子 　〃 新　井　和　美
　〃 中　尾　真名美 セカンドキャリア事業運営委員 ★ 田　村　キク代
教育委員 ★ 岡　本　知　子 　〃 大　字　京　子
　〃 平　田　ゆか子 　〃 西　本　香代子
　〃 竹　中　裕　子 　〃 林　　　敬　子
　〃 竹　内　つやこ 医療安全対策委員 ★ 山　口　太津子
　〃 久　村　みのり 　〃 東　　　順　子
　〃 西　原　真由美 　〃 田　村　いずみ
　〃 佐　古　宗　一 　〃 太　田　かおり
　〃 岡　野　政　恵 　〃 新　谷　恭　子
　〃 門　　　ルミ子 災害看護対策委員 ★ 加　納　昭　美
　〃 大久保　雅　世 　〃 前　原　竜　也
　〃 杉　本　睦　美 　〃 横　芝　真　紀
　〃 福　井　留利子 　〃 田　端　裕　香
　〃 本　田　弥　生 　〃 濵　口　栄　江
広報委員 ★ 谷　坂　次　郎 認定看護管理者教育セカンドレベル ★ 小　泉　美　穂
　〃 北　川　律　子 運営委員 谷　　　眞　子
　〃 下　中　和　也 　〃 谷　口　紀　子
　〃 舩　野　真　樹 　〃 中　林　正　良
　〃 北　原　佳　典 　〃 井　藤　浜　代
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和歌山県看護協会の動き
運営に関する会議
平成 20 年度　第 3 回　理事会
開催日時　平成 20 年 7 月 4 日（木）10：00 ～ 12：30
内　容
報告事項
１．平成 20 年度通常総会承認事項の確認について
　１）組織について

・組織機能図、定款に基づき役員の位置づけ、理事会の役割について確認
・組織の強化　会員確保について及び現況について

　２）スローガンと平成 20 年度事業計画について総会要綱 62P ～
65P を参照しながら具体的活動について確認

　３）第 6 号議案　定款一部改正について（総会要綱 78P）
　４）各職能委員会合同研修会開催について
　５）特別委員会の立ち上げ

今年度より①認定看護管理者教育セカンドレベル運営委員会②災害
看護対策委員会③医療安全対策委員会が立ち上がった。

　６）他団体・関係機関との連携
・平成 20 年度病院大会・病院協会学術大会 11 月 16 日（日）への協力
・日本精神科看護技術協会和歌山県支部との連携（平成 21 年度研修会開催への協力）
・臨床工学技師会への協力

　７）医療功労章の推薦について
　８）駐車場借り上げについて
　　　　訪問看護ステーションのオリノ横の駐車場は 7 月末で返還
　　　　近隣で、42 台駐車可能な駐車場を借りる予定　8 月を目途に計画中
　９）理事・各委員傷害保険加入
協議事項
１．常任委員会 ･ 特別委員会への諮問事項について
　　　平成 20 年度事業計画の各委員会活動として諮問する内容について承認
２．円滑な運営会議開催について
　　　理事会 ･ 合同運営会議等の年間計画の日程の確認
３．平成 20 年度地区支部活動および助成金について
４．平成 21 年度本協会 ･ 県協会の運営に対する提案 ･ 要望について

総会要綱 83P ～ 89P
　　　各職能委員会、地区支部から今年度も提出
５．第 7 号議案　看護研修センターの土地取得と建設計画

総会要綱 79P ～　　
　１）第 1 期預託金について
　　　　施設会員及び個人会員への依頼及び委託金の取り扱いについて
　２）寄付金のお願いについて
　３）部会・ワーキンググループについて
　　　　運営部会　資金調達部会　建設設計部会　広報部会等
　４）今後の課題について

平成 20 年度　第２回　合同運営会議
開催日時　平成 20 年 7 月 4 日（木）10：00 ～ 12：30
出席メンバー　　役員理事、常任委員会、特別委員会
内　容
１．常任 ･ 特別委員会への諮問事項について
　　　内容は別表のとおり
２．各委員会からの提案 ･ 要望について

平成 20 年度臨時理事会
開催日時　平成 20 年７月 22 日（火）13：00 ～ 15：00
内　容
１．看護研修センター土地確保と建築について
２．第１期預託金納入に関して
３．ワーキンググループについて
４．その他

● 駐車場について
ローソン大浦西浜店裏に研修会等で使用する駐車場を確保いたしました。駐車台数は 42 台です。

● ナースバンク就業後の対応について
ナースバンクでは、就業後の対応について留守番電話を設置、24 時間体制としました。
お名前、連絡先、ご用件をお願いします。ナースバンクからご連絡いたします。ご活用ください。

● 募　金
　「セーフマザーフット基金」に和歌山県立医科大学附属病院より　　金１万円

● 寄　付
　植芝助産所　　植芝　智代子様より　　ご厚志　金５万円
　前　会　長　　谷　　眞　子様より　　ご厚志　金５万円

会員の皆さまへのお知らせ

別　表
平成 20 年度各委員会への諮問事項
　常任委員会

委 員 会 名 諮 問 事 項

社会経済福祉委員会

①看護職確保と職場定着の促進に関すること
多様な勤務形態による就業の促進について日本看護協会の
取り組みを推進（ナースセンターと協力して）

②多様な働き方への看護職の意識調査に関すること
③看護職の禁煙支援リーダー研修後の活動状況把握

教 育 委 員 会
①平成 20 年度教育研修の実施に関すること
②平成 20 年度教育研修に関する評価に関すること
③平成 21 年度教育計画立案に関すること

広 報 委 員 会 ①県看護協会会報「黒潮」の充実に関すること
②効果的な広報活動の検討　県看護協会ホームページとの関連で

準 備 委 員 会 ①平成 20 年度通常総会の運営に対する評価に関すること
②平成 21 年度通常総会の準備に関すること

推 薦 委 員 会 ①平成 21 年度県看護協会理事・委員改選の候補者に関すること

業 務 委 員 会 ①業務拡大に伴う看護現場の状況把握に関すること
②看護業務基準の普及に関すること

看護研究学会委員会

①平成 20 年度和歌山県看護研究学会の準備・運営に関すること　平成 21 年２月７日開催
②和歌山県看護研究学会の活性化に関すること
③平成 21 年度和歌山県看護研究学会の方針に関すること
④近畿地区看護研究学会開催への協力・支援に関すること

　特別委員会
委 員 会 名 諮 問 事 項

認 定 看 護 管 理 者 教 育
ファーストレベル運営委員会

①平成 20 度認定看護管理者教育課程（ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙ）実施と評価に関すること
②認定看護管理者制度（ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙ）の認定に関すること
③平成 21 年度認定看護管理者教育課程（ファーストレベル）

実施について検討（セカンドレベル運営委員会と連携して）
④フォローアップ研修の企画・運営に関すること

在 宅 看 護 推 進 委 員 会

① 18 年度の調査より、在宅看護を推進する上での課題を明
確にし、課題解決方法について検討する。

②ナースセンター事業「在宅看護推進事業」の運営への協力
　（施設看護職員と訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ看護師との交流研修への参加） 

看 護 研 修 セ ン タ ー
建 設 推 進 委 員 会

看護研修センターの移転にむけて検討
看護協会役割・機能から将来展望にたって、研修ｾﾝﾀｰの建築に関して具体的に検討

准 看 護 師 委 員 会
①准看護師研修への協力
②看護師２年課程通信制について准看護師への情報提供と支援
③進学希望者の把握 

まちの保健室運営委員 ①平成 20 年度の開催と運営に関すること
②新たな場所でのまちの保健室の開設と運営に関すること

セカンドキャリア事業
運 営 委 員 会

①セカンドキャリア事業計画と運営に関すること
②セカンドキャリア登録の促進に関すること
③セカンドキャリア開発と活用に関すること

認 定 看 護 管 理 者 教 育
セカンドレベル運営委員会

①認定看護管理者教育課程セカンドレベル開設の準備
②認定看護管理者教育課程セカンドレベル教育機関としての申請に関すること

医 療 安 全 対 策 委 員 会

①医療安全管理者養成研修の支援に関すること
②県内医療安全管理者のフォローアップに関すること
③近畿圏内のリスクマネジャー交流会への協力
④医療安全に関する情報の発信

災 害 看 護 対 策 委 員 会

①災害支援ナースのネットワークに関すること
②災害支援ナース活動マニュアルの作成
③災害看護研修への支援に関すること
④災害時看護支援リーダー養成に関すること


